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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期
第１四半期
連結累計期間

第37期
第１四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 7,445 7,688 34,313

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △396 △599 1,028

四半期純損失(△)又は
当期純利益

(百万円) △534 △731 902

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △1,011 △640 1,618

純資産額 (百万円) 11,488 13,795 14,576

総資産額 (百万円) 38,972 40,879 42,386

１株当たり四半期純損失金額(△)
又は１株当たり当期純利益金額

(円) △26.43 △34.22 44.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― 44.00

自己資本比率 (％) 29.4 33.6 34.2

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第36期第１四半期連結累計期間及び第37期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動については、平成25年６月に計測・計量機器事業における新会社シー

エム精機株式会社（連結子会社）を設立し、この結果、当社グループは、平成25年６月30日現在では、当社及

び当社の子会社19社並びに関連会社３社となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の財政金融危機の長期化やアジア地域におけ

る成長の鈍化など懸念材料が多かった一方で、国内においては新政権と経済政策への期待感から、行過ぎ

た円高の改善による輸出の回復や、株価の上昇を背景とした一部消費の拡大など、明るい材料も見られる

状況で推移しました。

このような状況の中、当社グループでは、既存市場の深耕拡大に努めるとともに、新市場の開拓や新規

顧客の獲得に注力し、市場ニーズの変化に対応した新技術・新製品の開発を積極的に推進してまいりま

した。また、経費面では、製造原価の低減に努めるとともに経費削減に取り組んでまいりました。
　

この結果、第１四半期連結累計期間における売上高は7,688百万円(前年同期比3.3％増)、営業損失は

395百万円(前年同期は営業損失93百万円)、経常損失は599百万円(前年同期は経常損失396百万円)、四半

期純損失は731百万円(前年同期は四半期純損失534百万円)となりました。

なお、平成25年６月に当社の子会社としてシーエム精機株式会社を新設しました。同社は同年７月に事

業譲受によりウェイトチェッカー及び金属検出機の開発・製造・販売に係る事業を開始しております。
　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①計測・計量機器事業

日本における計量機器は、最近好調だった汎用天秤及び台秤が大きく売上を落としました。計測機器

は、試験機関係は好調だった一方、熱中症指数計の需要が一巡したため前年同期並みの売上となってお

ります。計測・制御・シミュレーションシステム(DSPシステム)は前年同期を下回る売上となったもの

の受注残高は増えてきており今後に期待の持てる状況となっております。

米州における計量機器は、研究機関向け及び産業向けの高性能天秤が好調で売上は増加しました。計

測機器は、出荷が遅れたことと試験研究費が増加したことから業績を落としましたが、今後回復に努め

てまいります。

欧州における計量機器は、需要の回復を受けて売上、利益ともに持ち直してまいりました。

アジア・オセアニアにおける計量機器は、オーストラリアでは需要の低迷から不調だったものの、韓

国では政府関係機関への秤を中心に売上を伸ばしました。

この結果、計測・計量機器事業の売上高は4,372百万円(前年同期比2.2％減)、営業損失は245百万円

(前年同期は営業利益37百万円)となりました。

　
②医療・健康機器事業

日本における健康機器については引き続き新規販売ルートの開拓や新製品投入の効果により好調に

推移したものの、医療機器は大口先の需要が落ち込んだことから低調な結果となりました。

米州における健康機器は、売上は伸ばしたものの、原価率が上がったために利益はほぼ前年同期並み

となりました。
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欧州における健康機器は、前年同期比で円安になったこともあり円換算ベースでの売上は増加した

ものの、ロシアにおける販売体制強化のため販売費が増加したことから利益は減少しました。

アジア・オセアニアにおける医療機器事業は、新製品の寄与などから売上、利益ともに改善しまし

た。

この結果、医療・健康機器事業の売上高は3,315百万円(前年同期比11.6％増)、営業利益は195百万円

(前年同期比19.5％増)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は40,879百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,506

百万円減少いたしました。これは受取手形及び売掛金の減少が1,250百万円あったこと等により流動資

産が1,401百万円減少し、減価償却を主要因として固定資産が105百万円減少したことによるものであ

ります。

当第１四半期連結会計期間末における負債は27,084百万円となり、前連結会計年度末に比べ726百万

円減少いたしました。これは長期借入金を中心に固定負債が68百万円増加した一方で、短期借入金、賞

与引当金を中心に流動負債が794百万円減少したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は13,795百万円となり、前連結会計年度末に比べ780百

万円減少いたしました。これは主に四半期純損失が731百万円、配当金の支払額が149百万円あったため

に利益剰余金が880百万円減少した一方で、その他の包括利益累計額が89百万円増加したことによるも

のであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,124百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,459,300 22,459,300
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 22,459,300 22,459,300― ―

(注)  「提出日現在発行数」欄には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権(旧商法第280条

ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権)の行使により発行された株式数は含まれておりませ

ん。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 22,459 ― 6,388 ― 6,404

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式     1,091,200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式    21,365,800 213,658 ―

単元未満株式 普通株式         2,300― ―

発行済株式総数 22,459,300 ― ―

総株主の議決権 ― 213,658 ―

　
② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エー・アンド・デイ

東京都豊島区東池袋
三丁目23番14号

1,091,200― 1,091,200 4.86

計 ― 1,091,200― 1,091,200 4.86

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,063 6,447

受取手形及び売掛金 ※2
 10,615

※2
 9,365

商品及び製品 5,547 5,883

仕掛品 3,533 3,586

原材料及び貯蔵品 2,455 2,530

繰延税金資産 790 679

その他 898 1,007

貸倒引当金 △192 △188

流動資産合計 30,712 29,311

固定資産

有形固定資産

土地 3,861 3,868

その他 4,038 4,014

有形固定資産合計 7,899 7,883

無形固定資産

のれん 478 443

その他 1,921 1,850

無形固定資産合計 2,399 2,293

投資その他の資産 ※1
 1,374

※1
 1,391

固定資産合計 11,674 11,568

資産合計 42,386 40,879

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,108

※2
 2,923

短期借入金 14,644 14,248

1年内返済予定の長期借入金 2,088 2,303

未払法人税等 143 45

賞与引当金 741 379

製品保証引当金 134 135

その他 2,831 2,861

流動負債合計 23,691 22,897

固定負債

長期借入金 2,203 2,325

退職給付引当金 1,373 1,324

製品保証引当金 22 24

その他 519 513

固定負債合計 4,119 4,187

負債合計 27,810 27,084
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,388 6,388

資本剰余金 6,404 6,404

利益剰余金 3,785 2,904

自己株式 △772 △772

株主資本合計 15,806 14,925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3 3

為替換算調整勘定 △1,296 △1,207

その他の包括利益累計額合計 △1,292 △1,203

少数株主持分 62 73

純資産合計 14,576 13,795

負債純資産合計 42,386 40,879
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位:百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 7,445 7,688

売上原価 4,016 4,208

売上総利益 3,428 3,480

販売費及び一般管理費 3,521 3,876

営業損失（△） △93 △395

営業外収益

受取利息 4 11

助成金収入 3 0

受取保険金 0 19

その他 11 16

営業外収益合計 19 48

営業外費用

支払利息 86 71

持分法による投資損失 19 9

為替差損 197 59

シンジケートローン手数料 － 50

その他 20 60

営業外費用合計 323 252

経常損失（△） △396 △599

特別利益

固定資産売却益 1 4

特別利益合計 1 4

特別損失

固定資産売却損 － 3

固定資産除却損 3 1

特別損失合計 3 4

税金等調整前四半期純損失（△） △399 △600

法人税、住民税及び事業税 △50 33

法人税等調整額 183 97

法人税等合計 133 130

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △532 △731

少数株主利益 1 0

四半期純損失（△） △534 △731
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △532 △731

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3 0

為替換算調整勘定 △474 88

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 1

その他の包括利益合計 △479 90

四半期包括利益 △1,011 △640

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,011 △641

少数株主に係る四半期包括利益 △0 1

EDINET提出書類

株式会社エー・アンド・デイ(E02344)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

(連結の範囲または持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日  至　平成25年６月30日）

連結の範囲の重要な変更

  当第１四半期連結会計期間より、新たに設立したシーエム精機株式会社を連結の範囲に含めております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 一部の連結子会社では税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連結

会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

投資その他の資産 7百万円 7百万円
　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が当第１四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 292百万円 273百万円

支払手形 280 194

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 310百万円 310百万円

のれんの償却額 41 41
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 141百万円 7.00円平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 149百万円 7.00円平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　
計測・計量機器事業

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,240 616 120 494 4,472

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

369 17 9 408 804

計 3,610 633 130 902 5,277

セグメント利益又は損失(△) 77 △46 △20 26 37

　

　
医療・健康機器事業

調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 994 506 1,343 128 2,972 ― 7,445

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,002 1 ― 957 1,961△2,766 ―

計 1,996 507 1,343 1,086 4,934△2,766 7,445

セグメント利益又は損失(△) 190 △29 36 △33 163 △294 △93

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△294百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△370百万

円が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　
計測・計量機器事業

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,855 714 226 575 4,372

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

413 67 16 570 1,068

計 3,269 781 243 1,146 5,441

セグメント利益又は損失(△) △195 △59 △9 17 △245

　

　
医療・健康機器事業

調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 945 677 1,511 180 3,315 ― 7,688

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,335 0 ― 1,238 2,574△3,643 ―

計 2,281 678 1,511 1,418 5,890△3,643 7,688

セグメント利益又は損失(△) 269 △30 △46 3 195 △345 △395

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△345百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△313　　 百

万円が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 26円43銭 34円22銭

 (算定上の基礎) 　 　

  四半期純損失金額(百万円) 534 731

  普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

  普通株式に係る四半期純損失金額(百万円) 534 731

  普通株式の期中平均株式数(千株) 20,223 21,368

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失を

計上しているため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社エー・アンド・デイ(E02344)

四半期報告書

14/16



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月８日

株式会社エー・アンド・デイ

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    筆    野       力       印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    村    克    広    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エー・アンド・デイの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会

計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から
平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エー・アンド・デイ及び連結子会社
の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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